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北海商科大学中期計画（令和 2年度～令和 6年度） 

 

（１）教育研究 

１-１ 本学の 3ポリシー（ディプロマ・ポリシー：学位授与方針、カリキュラム・ポリ

シー：教育方針、アドミッション・ポリシー：入学者受け入れ方針）を堅持す

る。 

本学の 3ポリシーの堅持と、本学の教育目標（「アジアの時代にアジアを学ぶ」）に基

づく教育を継続し、発展を図る。 

① 少人数教育とバイリンガル教育（日本語と中国語あるいは韓国語）の充実 

② 海外協定校との学部相互留学（中国山東大学威海、中国煙台大学、韓国大田大学

校） の継続的実施、及び海外協定校等との大学院留学交流（相互）の継続的実

施と発展 

 

１-２ 教育の質的向上 

 最近の教育改革の成果も参考としつつ、教育の質を充実する。 

① 「成績評価の方法・基準」についての検証 

② シラバス・チェックのあり方や効果的チェック体制及び全学的統一基準などにつ

いての検討 

③ 学内座談会やピア・レビューなどの自己点検・評価活動の継続的実施 

④ アクティブ・ラーニングの実現に向けての継続的検討 

⑤ 北海学園大学との単位互換制度（人文学部及び大学院経済学研究科）の継続的活

用 

 

１-３ 教員の研究強化 

 教員の研究活動を活性化し、その研究成果を学生、社会に発信する。 

① 教員の研究実績の向上 

② 科学研究費等公的研究資金の獲得促進 

③ 研究推進支援体制の整備の検討 

④ 中国社会科学院との継続的研究交流 

 

（２）組織運営 

２-１ 教学体制・運営の見直し 

 建学の精神並びにこれを受けての大学の使命・目的及び教育目的、さらには３つのポ

リシーに基づいた教育課程に適合した教学体制・運営を図る。また、これらを通じて
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教学体制をはじめとするガバナンスの充実・強化を図る。 

① FD 委員会をはじめとする各種委員会間の連携体制の再検討(SD 委員会との連携を

含む) 

② 大学院研究科の教育課程における専門性の高い有能な若手研究者の養成を検討 

③ 危機管理の強化（教員の採用・適格性対策など） 

④ コンプライアンス体制の整備・充実による職場環境の維持・改善（ハラスメント

防止や禁煙等） 

⑤ 情報公開の整備・充実 

 

２-２ 事務組織の見直し 

 学生サービスの向上・充実と効率的な組織づくりを目的として、組織の見直しを行う。 

① 学生サービスの向上・充実に向けた事務組織の見直し 

② 職員の資質向上活動(SD: Staff Development)の強化（FD委員会との連動を含む） 

 

（３）教育・研究環境 

 学生にとって快適な教育環境を創造していく。 

① 北海学園奨学金の継続的給付 

② 就職支援ポータルサイト「ミナトコム」（北海学園大学との共用システム）の利用

促進 

③ 就職支援講座における支援内容の拡充・強化 

④ 体育施設の整備 

⑤ 温暖化対策 

⑥ 受動喫煙防止対策 

⑦ 学内食堂(レストラン・カフェ機能)の充実化に向けた検討 

⑧ バリアフリー化の継続的推進 

⑨ 中国学術文献オンラインサービス（CNKI）の継続的利用 

⑩ 東アジア学術図書及びビジネス・観光学術図書の継続的購入 

⑪ 英文電子ジャーナルの利用拡大 

⑫ 高等教育の無償化への対応 

 

（４）学生募集 

４-１ 入試改革・学生確保 

 本学では「国際交流」をキーワードに、独自の教育システムとカリキュラムを展開し、

国際ビジネスと国際交流の分野でリーダーシップを発揮できる優れた人材の育成を

目指している。本学の教育方針に基づいて、グローバルな世界において活躍しようと

いう意欲ある学生を求める。特に、北東アジア地域における言語・文化・社会及び国
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際関係に強い関心を持ち、学習することへの興味と幅広い問題意識を持つ学生の入学

を図る。 

① アドミッション・ポリシーの一層の周知 

② アドミッション・ポリシーと推薦入学試験やその他入学試験との適合性強化 

③ 高大接続の一体的改革の理念を踏まえた入試制度改革の検討 

④ 多面的・総合的な入試方法の検討 

⑤ 共通テストへの対応（英語外部試験等の活用を含む） 

 

４-２ 広報戦略 

 広く社会に対し、特色を含めた本学への一層の理解浸透を図る。 

① 大学ホームページ（大学ポートレート（私学版）を含む）及び SNS 等による情報

発信の向上 

② その他（北海学園系列他校との広報連携など） 

 

（５）社会貢献・連携 

 「アジアの時代にアジアを学ぶ」という教育目標（大学の使命・目的）を掲げた本学

は、アジア圏地域と地元地域とを結びつけた学術活動と教育活動を推進しており、こ

れらの活動を通じて社会への貢献・連携を進める。 

① 東アジアを冠した公開講座の継続的開催 

② 交流協定を締結している自治体等との継続的連携（北海道、栗山町など） 

③ 社会人再教育（大学院研究科） 

 

 


